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■焼ち くわ(卵 白入 り)47g・60g
i
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○提案理由:・ 魚離れが進む中、子供たちが手軽に魚介類 を摂取できるようにするため提案 します。
・食べやすく、調理 も簡便なちくわを提案 します。

参考価格 (47g×25本)×2袋/4合規 格
(60g×25本)×2袋/4合

分 類 冷凍魚肉練り製品

直接食品に接する包材 ポリエチレン

○ 調理方法(又 は取扱上の注意点)

煮る場合:沸 騰 した出汁などに入れ、5分 以上煮込んで ください。

揚げる場合:解 凍 したちくわを、170℃ ～175℃ の油で1分 程度揚 げて くだ

さい。

○ 使 用 原 材 料 ・構 成 比 ※尉 オ料原産地にっいては、原料事情にょり変更になる場合ヵ・・"あります。

使用原材料 原産地
構成比
(%)

アレルゲン
対象原料 使用原材料 原産地 構成比(

%)
アレルゲン
対象原料

魚肉(輸入) アメリカ他 3882 卵 卵白粉 α00 卵

粉末状植物性たん白 2.77 大豆 加工でん粉 15.96 タイ他

砂糖 221 調味料(ア ミノ酸等) タイ他 α44

米油 1.80 焼成Ca 0.03

食塩 159 水 34.66

発酵調味料 1.31 (その他キャリーオーバー等) 0.00

ぶ どう糖 α41 計 100

◎製品製造地 国内 山口県

○公的機関による検査結果
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品 名:焼 ち く わ47g・60g

栄養分析(100g当 たり実測値)

試験成績証明書 証明書番号317G10629-001

生産者:マ ル八ニチロ(株)
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A
RAE当 量

(μ9)

B1

(mg)

B2

(mg)

C
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158 9.4 4.9 19.0 2.11 830 33 18 92 0.7 0.3 17 <0.01 0.02 <1 0.8

生菌数 大腸菌群 黄色ブ ドウ球菌 サルモネラ

<300/g 陰性 陰性/0.01g 陰性/25g

*衛 生状態は良好であり、かつ食品衛生法に定める成分規格に合致しています。

公 益社 団法人 学校 給 食物 資 開発 流 通研 究協 会 殿

平成29年10月12日 に当協会に提出された品目に係る栄養分析、 平成29年11月2日

食品衛生法規検査の結果を上記のとおり証明します・ 一般財団法人 日本 食 品検 査
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当社は、本会の流通会員として自信をもって当協会の推奨食品をお勧めします。

○ お問い合わせiiiiii,i,■ ゆ

学流協生産会員 鹸 マル八ニチロ株 式会社
MARUHANICHIRO

〒135-8608東 京都江東区豊洲3-2-20容03(6833)4190

https://www.maruha-nichiro,co.jp



食ものがた り

ち くわは、 日本 の代表的な伝統水産食 品です。

魚 の肉 を食塩やその他 の副原材料 と一緒 にす りつぶ してか ら竹串に塗 りつけてあぶ り焼 いた後、竹 串

を抜 くと筒状 にな り、竹の切 り口に似 てい るため 『竹輪』 とい う名前 になった と言われてい ます。

ち くわは、魚か ら肉だけを取 り出 して加工 して作 るので、食品 としては色 々と優れた機 能を持 ってい

ます。例 えば塩 と一緒 にす り潰 してい る問に、様 々な副原材料 や調味料 を添加 して好 きな ように風味 を

変 え られ ます し、加熱す るので生魚 よ り日持 ちが良 くな ります。 また、形 の小 さい魚 や、骨の多い魚、

馴染みのない魚 など直接食卓に乗 らない魚 で も、ち くわに加工すれば美味 しく食べ ることができます。

食蕪 欝 鞭 籍 総 望繕 鯉 製品に加工すること蝋 を魯

製造工程図

学流協の推奨品

開発テーマ

学校給食環境 ・喫食形態の多様化に配慮 し、『おいしく安全 ・楽 しく食育』にふさわ しい

優良食品の開発に取 り組む。

当協 会は、流通会員(学 校給食に強い関心 を持 ち地域 を代表する業務用問屋)と 生産会員(学 校給食向けの優 良食品 を生産す る有力食品

メー カー)で 構成する公益法人で 「学校給食 の充実改善に寄与すること」を 目的 とし、学校給食用優良食品の開発 ・選定 ・普及 と情報提供

活動を主 たる業務 として行ってお ります。
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千葉大学名誉教授
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(公社)全 国学校栄養士協議会前理事

公益社団法人 学 校 給 食 物 資 開 発 流 通 研 究 協 会(略 称:学 流 協)E .mailigrk-21@ac .auone.netjp
学流協

〒101-0047東 京 都 千 代 田 区 内神 田3-2-12TEL:03(5298)6125http://www・gakuryukyo・or・jp/


